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♥基本方針
　１、 「心の病」の予防、治療、リハビリに取り組みます。
　２、 人権を尊重し、安全・安楽・信頼の医療に努めます。
　３、 地域と連携し、誰でも安心して暮らせる地域づくりに努めます。

♥病院理念
　その人らしく生きられるように
　　　　　　　共に支えあいます
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　林病院は、患者さんの受療権を守る取り組みとして、無料・低額診療事業（無低診）を実施しています。無低診を適用
されますと、当院の医療費が無料または低額になります。経済的な理由で医療費の支払いが難しい方、お気軽に相談
室または受付まで、ご相談ください。適用にならない場合でも、解決策を一緒に考えていきます。
　また、「命は平等である」との考え方から、差額ベッド代も頂いておりません。

当院はお金のあるなしにかかわらず

　　　　　　　　　　安心して受診していただける病院です。
●無料・低額診療事業を実施しています　●差額ベッド代は頂いておりません

「ひとりじゃない」
～地域移行を利用して 一人暮らしをスタート～
「ひとりじゃない」
～地域移行を利用して 一人暮らしをスタート～

　林病院では、医療福祉サービスが十分でない時代（1980年代）か
ら、「入院治療の最初から地域で生活することを見越したリハビリテー
ションが必要」という考えを職員全体で共有し、地域で生活を送るため
に必要だと感じる支援を職員が考え実践してきました。それらの支援は
デイケアやナイトケア、訪問看護ステーション、グループホームとして後
に制度化されていきました。そのような風土の中で病棟スタッフの退院
支援は根付いていき、その取り組みのなかで、患者さん自身の自己実
現やリカバリーを重視したグループワークなどの取り組みも発展して
いきました。
　2012年に障害者自立支援法改正により地域移行支援・地域定着支援
が創設され、地域生活に向けての支援が加速し、こころの健康センター
など入院中からご本人に関わる外部の機関も増えてきました。その中で
相談支援事業所かなでも、2020年より一般相談支援の認可を受け、積
極的に病棟に入り地域移行・地域定着の取り組みを行ってきました。これ
まで10名の方が地域移行支援事業を利用し地域へ退院されました。
　今回はかなでの地域移行支援を利用し一年半の入院を経てデイケア
やヘルパー、訪問看護を利用しながら地域生活を送っておられる方にお
話をお聴きしました。 (２面へつづく)

※相談支援事業所とは、障害がある方の様々な相談に対応する窓口です。精神科病院を退院し、地域で暮らすための「地域移行支援」にも取り組んでい
ます。
　相談支援事業所かなでは、2015年2月に計画相談を行う「指定特定相談支援事業所」の活動を開始。林病院内に事業所を構え、2020年より地域移行支
援と地域定着支援を行う「指定一般相談支援事業所」の認可を受けて活動しています。

かなでのスタッフ一同

病棟でのグループワークの様子。退院後の生活をイメージします。

※
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初めての一人暮らしをすることになった
時の気持ちはどうでしたか。

　これまで家族には迷惑をかけてきたから仕方がな
いと気持ちを切り替えようとしていました。初めは家の
近くでと思っていたけど、何かあった時に相談できる
スタッフのいる病院の近くがいいのではと家族にも
勧められ、スタッフが一緒に探してくれてい
いアパートが見つかったので病院の近くに
決めました。

QQ

退院に向けてかなでのスタッフも
関わりましたがどうでしたか？

　病院の人には言いにくいこと
も、かなではいろんなケースを
知っておられるから言いやすかっ

たかな。病棟のスタッフは忙しいこともあり
何か聞きたいときにすぐに聞けないことも
あったけど、支援してくれる人が増えたこと
で困ったときにすぐに対応してくれたのが
よかったです。

QQ

今回の入院では、初めての一人暮
らしに向けて退院までに時間がかか
りましたが、不安なことはなかったで
すか？

　一度体調を崩してしんどい時期も
ありましたが、主治医や病棟の友人
やスタッフなどたくさんの人が関わっ
てくれて応援してくれていたので、自分を律し
ながら退院することができたと思います。

QQ

今後地域移行を利用して退院
する方に伝えたいことがありま
すか？

　自分の身体の調子や退院に向けて
の不安や心配事があれば一人で考
えずに主治医や看護師など支援者

の、第三者の意見をしっ
かり聞くほうがいいと思い
ます。

QQ

デイケアは？

　週3日デイケアを利用して、園芸や
工作などのプログラムに参加して楽し
んでいます。
　この前園芸でみんなで育てた白
ゴーヤを収穫しました。トマトとケチャップ
で炒めたらまろやかになって
おススメです。

QQ

今後支援者に期待することが何かありますか？

　退院の準備をするためにスタッフや支援者が買い物、不
動産、金融機関などについてきてくれたり、一緒に見通しを
立ててくれてとても安心しました。自分の思いと違うことも
あったけど、自分だけじゃ突っ走ってしまったりして。自分本
位になりがちなところを一緒に話し合いながらすすめて
いってくれたので退院ができたと思います。一緒に話し合っ
てアドバイスしたり、時にはストッパーになってく
れる支援者であってほしいです。

　得意な習字や縁起絵を
みんなに披露したいです。あ
と、この記事が掲載されたら
みんなで乾杯(コーラ)しま
しょう。１人よりみん
なで何かしたほうが
楽しいです。

今の夢はなんですか？

QQ QQ

ヘルパーや訪問看護にはどんなこ
とをサポートしてもらっていますか？

　ヘルパーさんには、掃除を手
伝ってもらっています。その間に私
はお料理をしていて、ちょうどいい
感じに一緒に家事ができるんです。訪看さん
には、お薬の整理を手伝ってもらっています。

QQ

　退院に向けて動きを進めていたときに、ご本

人が体調を崩されたことがありました。病院の

サポートだけではまだまだご本人の不安や負

担が強いと感じ、再度動き出す際に、地域から

の視点で介入してもらえるかなでにもサポート

をお願いしました。ご本人も、病院スタッフもか

なでに入ってもらうことで病院側だけの視点に

とらわれることが減りとても心強かったです。

退院後にも関わってくれる支援者が、入院中か

らサポートしてくれることで、安心感がありま

した。また、入院中からデイケアを体験し、デイ

ケアスタッフなど地域支援者も含めたケア会議

を何度も行うことで、退院後の生活のイメージ

を膨らませることができました。

　ご本人は入院中から自分の気持ちややりた

いことなどを、いつもしっかり表現してくれて

いました。そのことは、ご本人の強みだと感じ

ます。これからも地域で生活していく中で、不

安なことやわからないこと、つらいこともたく

さんあるかもしれません。でも、悩みを一緒に

分かち合って、一緒に考えてくれる人がいるな

　精神科病院から依頼を受けて、退院支援に

入らせてもらい、どのような地域生活を送りた

いかAさんと一緒に考えてきました。新しい住

居を一緒に探したり、家具家電を揃えるための

外出同行を行なったり、安心して新しい生活を

送れるよう、ヘルパーや訪問看護などの導入

調整を行ってきました。また、退院後も、困った

こと、不安なことがあれば、すぐに訪問して、安

心して生活が継続できるように支援を行なっ

ています。Aさんも最初は慣れないこともあっ

たようですが、だんだんと自分のペースで生活

ができるようになってきたように感じていま

す。Aさんの人柄もあって、デイケアでは仲間

も増え、いきいきと活動をされています。Aさ

んの前向きに進んでいく姿に、こちらも勇気づ

けられています。

　退院をすることがゴールではなく、その人が

地域の生活者としてどのような生活を送って

いきたいのか、入院中から本人を中心とした

チームを組んでその人らしい人生を目指して

いけるよう今後もともに歩んでいきたいと

思っています。

病棟担当看護師より

病棟担当PSWより

かなで担当者より

　退院支援の中、体調を崩すというアクシデン

トがありましたが、復活してからは以前とは違

う環境の生活に一つ一つの不安を解消しなが

ら、退院準備を進めていきました。何事にも一

生懸命に取り組まれ、猛暑にも負けずデイケア

に来られている姿に元気を分けて貰っていま

す。『ぼちぼち』を合言葉に、これからも素敵な

笑顔を見せてください。

Aさんのサポーターにインタビュー♪

デイケアでの収穫の様子

ら、きっと大丈夫！「ひとりじゃない」と思えるこ

とが生活していく上での自信につながると、ご

本人とのかかわりの中で改めて強く感じまし

た。自分らしい生活を、これからもみんなで一

緒に考えていきましょう。
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岡山駅よりタクシー約10分
山陽本線（赤穂線）西川原駅より南へ徒歩13分
岡山駅東口バスターミナルより岡電バス「藤原団地行」、
宇野団地入口で下車。西へ徒歩約2分
岡山駅東口バスターミナルより宇野バス「東岡山線」、
林病院入口で下車。西へ徒歩約2分

林病院へのご案内
入院対応
入院のご相談は、地域連携室へご連絡ください。
夜間・休日も対応しています。
TEL：086-272-8811

外来通院
外来通院の相談は「林病院けやき外来」へ
ご連絡ください。
　9：00～17：00　月曜日～金曜日　
　9：00～12：30　土曜日
TEL：086-272-8570

デイケア・ナイトケア
9：00～20：00　月曜日～土曜日

重度認知症患者デイケア（わたぼうし）
9：30～15：30　月曜日～土曜日　

診察のご案内
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林道倫精神科
神経科病院

けやき外来

　林病院では、2023年7月より専門医によるアルコール依存症外来、もの忘れ外来を開設しました。
　お問い合わせは、林病院の地域連携室（086-272-8811）まで、お願いします。

林病院はアルコール依存症専門医療
機関として認定を受けており、アル
コール治療病棟、外来認知行動療法、
家族相談等、ニーズに応じて対応させ
て頂きます。

アルコール依存症外来
（毎週木・金曜日　午前）

老化に伴う正常な「もの忘れ」と「認知
症」を診察・検査等をおこない、認知症
の早期発見・治療をおこなわせていた
だきます。

もの忘れ外来
（毎週月曜日　午前）

アルコール依存症外来・
　　もの忘れ外来のご案内
アルコール依存症外来・
　　もの忘れ外来のご案内

実際に利用した方から、良くなったと感謝のお言葉も頂いております。
「こんな事を相談して良いのかな」と躊躇わず、お気軽にご相談下さい。

＜ 4 ＞	 はやしだより	 第 42 号


